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図6 k:ノ卑呈示における36oCと4006の体表面温度の変化
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図7 4006における無臭と巴♂尊の体表面温度の変化
5 考察
王ネルギー消費量に関し竃
図4よりヒノキ呈示時における40oCは 36oCに対して､9分目に
有意に高くなり､14分目には高くなる有意傾向がある｡図5にお
いても､40℃においてヒノキは無臭に対して9分目に高くなる有意
傾向がみられた｡
体表面温度に関して
図6よりヒノキ呈示時における36℃は40oCに対して､8日吊 分
目に有意に高くなり､9 出11分目には高くなる有意傾向がある｡図
7においても､40℃においてヒノキは無臭に対して9出10分目に有
意に高くなった｡また､6p8日1分目において､高くなる有意傾向
がみられた｡
まとめ
エネルギー消費量は､温度が同じときにニオイを呈示すること
により高くなり､同じニオイ呈示の場合には温度が高いほうが､同
様に高くなる有意な変化がみられた｡
サ-モグラフから､体表面温度はニオイが同じときには､不惑
温度である 36℃におけるニオイ呈示のほうが温度たかく､同じ温
度においてはニオイ呈示することにより温度が高くなった｡
以上ことより､ニオイを呈示することによりエネルギー代謝が高
まり､同時に体表面温度も同様な結果を得ることができた｡
不惑温度でニオイ呈示することにより､体温を高めた｡
足湯中においてニオイを呈示することは､呼吸Ⅶ熟代謝を高め
る上で有効な手段であると推察される｡
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